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スタの需要も近年増加傾向にあるが、同国の主食といえばコメとフェイジョンだといえよう。これら二つの食品は、日本食で例えると「ご飯 味噌汁」のような存在であり、ほとんどの人が一日に一回は口にする食べ物である。なお、フェイジョンとはンゲン豆のこ で、茶色 ものが 般的だが種類によって色は異 り ほぼ白や黒い色をしたものもある。そして、コメとフェイジョンにマンジオカと肉が加えられ、さらにサラダ類が添えられ 、ブラジルの一般的な食卓の準備が整うこ になる。なお、マンジオカとは日本語でキャッサバと呼ばれるイモである。
●どのように食べているのか
　次に、これらの食品の食べ方を紹介する。


















































多様なマンジオカほどでは いが、煮込んだ上でコメにかける食スタイルに見合った消費量が存在し、コメ同様この消費量 充足し得る国内生産量があ ことがわかる。
　消費形態が多様なマンジオカに関しては、
データと実際量との乖離をでき だけ回避すべく、 図中の消費量を「マンジオカ」 、 「澱
粉質根菜」 、 「乾燥根菜・塊茎」の合計とした。そのため、この消費量にはマンジオカ以外の根菜や塊茎も多少含まれると考えられるが、ブラジルにおけるマンジオカのおおよその調達状況は把握できるといえよう。そして同図から、 用途の多様さからコメやフェイジョンよりも消費量が大幅に多いが、自給が可能なことがわかる。
　また食肉に関しては、消費量と生産量が










の影響から二〇〇八年前半は食料 価格が上昇し続け、六月には二 ・一一％（月間）に達するなど特に低所得者層にとって打撃となった。また、インフレ懸念の高まり対処すべく政策金利が引き上げられ ため、企業もダメージを被ることとなった。
　しかし今回ブラジルでは、一部の途上国
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図２　ブラジルと日本の食肉の生産量と消費量
（注）生産量は、牛肉、
鶏肉、鴨肉、ヤギ肉、
馬肉、豚肉、ウサ
ギ肉、羊肉、七面
鳥肉の合計。消費
量は牛肉、家禽肉、
豚肉、ヤギ･羊肉、
その他の肉の合計。
コメ、フェイジョ
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